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2023.4.17-23
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族でいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　4:1 サウルの子イシュ・ボシェテは、アブ
ネルがヘブロンで死んだことを聞いて、気力
を失った。全イスラエルもおじ惑った。
4:2 サウルの子イシュ・ボシェテのもとに、
二人の略奪隊の隊長がいた。一人の名はバア
ナ、もう一人の名はレカブといって、二人と
もベニヤミン族のベエロテ人リンモンの息子
であった。ベエロテもベニヤミンに属すると
見なされていたのである。
4:3 ベエロテ人はギタイムに逃げて、そこで
寄留者となった。今日もそうである。
4:4 さて、サウルの子ヨナタンに、足の不自
由な息子が一人いた。その子が五歳のときの
こと、サウルとヨナタンの悲報がイズレエル
からもたらされ、彼の乳母は彼を抱いて逃げ
た。そのとき、あまりに急いで逃げたので、
彼を落としてしまった。そのために足の萎え
た者になったのであった。彼の名はメフィボ
シェテといった。
4:5 さて、ベエロテ人リンモンの子のレカブ
とバアナが、日盛りのころ、イシュ・ボシェ
テの家にやって来た。そのとき、イシュ・ボ
シェテは昼寝をしていた。
4:6 彼らはやって来て、小麦を扱う者として
家の中まで入り込み、彼の下腹を突いた。レ
カブとその兄弟バアナは逃げた。
4:7 すなわち、彼らが家に入ったとき、イ
シュ・ボシェテが寝室の寝床で寝ていたので、
彼らは彼を突き殺して首をはねた。彼らはそ
の首を持って、一晩中アラバへの道を歩いて
行った。
4:8 彼らはイシュ・ボシェテの首をヘブロン
のダビデのもとに持って来て、王に言った。

「ご覧ください。これは、あなたのいのち
を狙っていたあなたの敵、サウルの子イ
シュ・ボシェテの首です。【主】は今日、
わが主、王のために、サウルとその子孫に
復讐されたのです。」
4:9 ダビデは、ベエロテ人リンモンの子レカ
ブとその兄弟バアナに答えて言った。
「【主】は生きておられる。主は私のたま
しいを、あらゆる苦難から贖い出してくだ
さった。
4:10 かつて私に『ご覧ください。サウルは
死にました』と告げて、自分では良い知ら
せをもたらしたつもりでいた者を、私は捕
らえて、ツィクラグで殺した。それが、そ
の良い知らせへの報いであった。
4:11 まして、この悪者どもが、一人の正し
い人を家の中で、しかも寝床の上で殺した
となれば、私は今、彼の血の責任をおまえ
たちに問い、この地からおまえたちを除き
去らずにいられようか。」
4:12 ダビデが命じたので、若い者たちは彼
らを殺し、手足を切り離した。そしてヘブ
ロンの池のほとりで木につるした。しかし、
イシュ・ボシェテの首は、ヘブロンにある
アブネルの墓に持って行って葬った。 

　　
イシュ・ボシェテは自分の野心のために、神を無イシュ・ボシェテは自分の野心のために、神を無
視してダビデの敵となり、彼の命をねらいました視してダビデの敵となり、彼の命をねらいました。。
そしてその報いを受けたのです。ダビデは自分にそしてその報いを受けたのです。ダビデは自分に
益をもたらしてくれたレカブとバアナを褒めても益をもたらしてくれたレカブとバアナを褒めても
よいところですが、それもまた自分中心な考えでよいところですが、それもまた自分中心な考えで
す。す。
　ダビデは自分の益よりも、神の正義を優先させ　ダビデは自分の益よりも、神の正義を優先させ
ました。彼らを罰したのです。神の働きをしていました。彼らを罰したのです。神の働きをしてい
ると自負しているときには自分にとっての利害がると自負しているときには自分にとっての利害が
全てであるかのように判断してしまいそうになり全てであるかのように判断してしまいそうになり

ます。しかし主のために生きる者は、主の正ます。しかし主のために生きる者は、主の正
義と主の計画を第一にするものです。それが義と主の計画を第一にするものです。それが
成功の鍵であることを忘れないようにしま成功の鍵であることを忘れないようにしま
しょう。しょう。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１７日　月曜

　Ⅱサムエル



　5:1 イスラエルの全部族は、ヘブロンのダ
ビデのもとに来てこう言った。「ご覧くださ
い。私たちはあなたの骨肉です。
5:2 これまで、サウルが私たちの王であった
ときでさえ、イスラエルを動かしていたのは
あなたでした。【主】はあなたに言われまし
た。『あなたがわたしの民イスラエルを牧し、
あなたがイスラエルの君主となる』と。」
5:3 イスラエルの全長老はヘブロンの王のも
とに来た。ダビデ王はヘブロンで、【主】の
御前に彼らと契約を結び、彼らはダビデに油
を注いでイスラエルの王とした。
5:4 ダビデは三十歳で王となり、四十年間、
王であった。
5:5 ヘブロンで七年六か月ユダを治め、エル
サレムで三十三年イスラエルとユダの全体を
治めた。
5:6 王とその部下は、エルサレムに、その地
の住民エブス人のところに行った。すると彼
らはダビデに言った。「おまえは、ここに攻
めて来ることなどできない。目の見えない者
どもや足の萎えた者どもでさえも、おまえを
追い出せる。」彼らは「ダビデがここに攻め
て来ることはできない」と考えていたのであ
る。
5:7 しかし、ダビデはシオンの要害を攻め
取った。これがダビデの町である。
5:8 その日ダビデは、「だれでもエブス人を
討とうとする者は、水汲みの地下道を通って、
ダビデの心が憎む『足の萎えた者どもや目の
見えない者ども』を討て」と言った。それで、
「目の見えない者や足の萎えた者は王宮に
入ってはならない」と言われるようになった。

5:9 ダビデはこの要害に住み、これを「ダビ
デの町」と呼んだ。ダビデはその周りに城
壁を、ミロから一周するまで築いた。
5:10 ダビデはますます大いなる者となり、
万軍の神、【主】が彼とともにおられた。
5:11 ツロの王ヒラムは、ダビデのもとに使
者と、杉材、木工、石工を送った。彼らは
ダビデのために王宮を建てた。
5:12 ダビデは、【主】が自分をイスラエル
の王として堅く立て、主の民イスラエルの
ために、自分の王国を高めてくださったこ
とを知った。
　　
　イスラエルの全長老がダビデを王として認め、　イスラエルの全長老がダビデを王として認め、
ダビデは油注がれて王となりました。主の御心とダビデは油注がれて王となりました。主の御心と
して王に選ばれたダビデですが、ここまで来るのして王に選ばれたダビデですが、ここまで来るの
には多くの苦しみと障害を乗り越えなければならには多くの苦しみと障害を乗り越えなければなら
なかったのです。なかったのです。
　主の御心が分っていても、それが実現するまで　主の御心が分っていても、それが実現するまで
には時間がかかり、それがまた主の訓練や準備でには時間がかかり、それがまた主の訓練や準備で
あることが多いのです。この間にダビデはまた民あることが多いのです。この間にダビデはまた民
の信頼も勝ち得たと言ってよいでしょう。の信頼も勝ち得たと言ってよいでしょう。
　「めしいや足なえは宮にはいってはならな　「めしいや足なえは宮にはいってはならな
い。」などというのは酷い差別ですが、それもダい。」などというのは酷い差別ですが、それもダ
ビデのことばが歪められて伝わったのであって、ビデのことばが歪められて伝わったのであって、
人々はそれで彼を批判することはありませんでし人々はそれで彼を批判することはありませんでし
た。（エブス人の言うようにめしいや足なえが戦た。（エブス人の言うようにめしいや足なえが戦
うはずなどないのに、彼らはそのような人々を持うはずなどないのに、彼らはそのような人々を持
ち出してまでダビデを嘲笑したということへのあち出してまでダビデを嘲笑したということへのあ
てこすりでしょう。）てこすりでしょう。）
　このようにエルサレムがダビデの町となりまし　このようにエルサレムがダビデの町となりまし
た。主の選びと計画は、困難な中でも主に従う者た。主の選びと計画は、困難な中でも主に従う者
によって、着実に進展してゆくのです。によって、着実に進展してゆくのです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２８日　火曜

 Ⅱサムエル

administrator
テキストボックス
１８日



　5:13 ダビデは、ヘブロンから来た後、エル
サレムで、さらに側女たちと妻たちを迎えた。
ダビデにはさらに息子たち、娘たちが生まれ
た。
5:14 エルサレムで彼に生まれた子の名は次の
とおり。シャムア、ショバブ、ナタン、ソロ
モン、
5:15 イブハル、エリシュア、ネフェグ、ヤ
フィア、
5:16 エリシャマ、エルヤダ、エリフェレテ。
5:17 ペリシテ人は、ダビデが油注がれてイス
ラエルの王となったことを聞いた。ペリシテ
人はみな、ダビデを狙って攻め上って来た。
ダビデはそれを聞き、要害に下って行った。
5:18 一方、ペリシテ人はやって来て、レファ
イムの谷間を侵略した。
5:19 ダビデは【主】に伺った。「ペリシテ人
のところに攻め上るべきでしょうか。彼らを
私の手に渡してくださるでしょうか。」
【主】はダビデに言われた。「攻め上れ。わ
たしは必ず、ペリシテ人をあなたの手に渡す
から。」
5:20 ダビデはバアル・ペラツィムにやって来
た。ダビデはそこで彼らを討って、「【主】
は、水が破れ出るように、私の前で私の敵を
破られた」と言った。それゆえ、その場所の
名はバアル・ペラツィムと呼ばれた。
5:21 彼らはそこに自分たちの偶像を置き去り
にした。そこでダビデとその部下はそれらを
運び去った。
5:22 ペリシテ人は、またも攻め上り、レファ
イムの谷間を侵略した。
5:23 ダビデが【主】に伺うと、主は言われた。

「上って行くな。彼らのうしろに回り込み、
バルサム樹の茂みの前から彼らに向かえ。
5:24 バルサム樹の茂みの上で行進の音が聞
こえたら、そのとき、あなたは攻め上れ。
そのとき【主】はすでに、ペリシテ人の陣
営を討つために、あなたより先に出ている
からだ。」
5:25 ダビデは【主】が彼に命じられたとお
りにし、ゲバからゲゼルに至るまでのペリ
シテ人を討った。
　　
　ダビデはもちろん主のご計画を信じていました　ダビデはもちろん主のご計画を信じていました
が、今他国の王からも彼に貢ものが届くようになが、今他国の王からも彼に貢ものが届くようにな
てって、「王として堅く立て」られ「王国を盛んてって、「王として堅く立て」られ「王国を盛ん
に」されたのを実感したのです。私たちは主の使に」されたのを実感したのです。私たちは主の使
命のゆえに与えられた立場を実感して、主からそ命のゆえに与えられた立場を実感して、主からそ
れを受け止めているでしょうか。れを受け止めているでしょうか。
　ペリシテ人がせめて来ました。主のみわざが始　ペリシテ人がせめて来ました。主のみわざが始
まると必ずサタンは妨げをするものです。それはまると必ずサタンは妨げをするものです。それは
人を通しての場合が少なくありません。警戒しま人を通しての場合が少なくありません。警戒しま
しょう。しょう。
　ダビデはそのような時もうろたえることなく、　ダビデはそのような時もうろたえることなく、
「主に伺って」行動を決めました。その結果勝利「主に伺って」行動を決めました。その結果勝利
が与えられたのですが、それも「主は、水が破れが与えられたのですが、それも「主は、水が破れ
出るように…敵を破られた」と主の証しとしてい出るように…敵を破られた」と主の証しとしてい
ます。私たちは人に何かを伝えるときにも、どれます。私たちは人に何かを伝えるときにも、どれ
ほど主ご自身の栄光を表しているでしょうか。ほど主ご自身の栄光を表しているでしょうか。
　ダビデのそのようなライフスタイルが、次の勝　ダビデのそのようなライフスタイルが、次の勝
利、すなわちバルサム樹の林から向かって勝利す利、すなわちバルサム樹の林から向かって勝利す
るという栄光につながったのです。るという栄光につながったのです。

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　１９日　水曜

　Ⅱサムエル



　6:1 ダビデは再びイスラエルの精鋭三万を
ことごとく集めた。
6:2 ダビデはユダのバアラから神の箱を運び
上げようとして、自分とともにいたすべての
兵と一緒に出かけた。神の箱は、ケルビムの
上に座しておられる万軍の【主】の名でその
名を呼ばれている。
6:3 彼らは、神の箱を新しい荷車に載せて、
それを丘の上にあるアビナダブの家から移し
た。アビナダブの子、ウザとアフヨがその新
しい荷車を御した。
6:4 それを、丘の上にあるアビナダブの家か
ら神の箱とともに移したとき、アフヨは箱の
前を歩いていた。
6:5 ダビデとイスラエルの全家は、竪琴、琴、
タンバリン、カスタネット、シンバルを鳴ら
し、【主】の前で、すべての杉の木の枝を
もって、喜び踊った。
6:6 彼らがナコンの打ち場まで来たとき、ウ
ザは神の箱に手を伸ばして、それをつかんだ。
牛がよろめいたからである。
6:7 すると、【主】の怒りがウザに向かって
燃え上がり、神はその過ちのために、彼をそ
の場で打たれた。彼はそこで、神の箱の傍ら
で死んだ。
6:8 ダビデの心は激した。【主】がウザに対
して怒りを発せられたからである。その場所
は今日までペレツ・ウザと呼ばれている。
6:9 その日、ダビデは【主】を恐れて言った。
「どうして、【主】の箱を私のところにお迎
えできるだろうか。」
6:10 ダビデは【主】の箱を自分のところ、ダ
ビデの町に移したくなかった。そこでダビデ

は、ガテ人オベデ・エドムの家にそれを回
した。
6:11 【主】の箱はガテ人オベデ・エドムの
家に三か月とどまった。【主】はオベデ・
エドムと彼の全家を祝福された。
6:12 「【主】が神の箱のことで、オベデ・
エドムの家と彼に属するすべてのものを祝
福された」という知らせがダビデ王にあっ
た。ダビデは行って、喜びをもって神の箱
をオベデ・エドムの家からダビデの町へ運
び上げた。
6:13 【主】の箱を担ぐ者たちが六歩進んだ
とき、ダビデは、肥えた牛をいけにえとし
て献げた。
6:14 ダビデは、【主】の前で力の限り跳ね
回った。ダビデは亜麻布のエポデをまとっ
ていた。
6:15 ダビデとイスラエルの全家は、歓声を
あげ、角笛を鳴らして、【主】の箱を運び
上げた。

　ウザが「ひっくり返しそうになった」神の箱を　ウザが「ひっくり返しそうになった」神の箱を
「押さえた」というだけで、神様から打たれて死「押さえた」というだけで、神様から打たれて死
んだというのは、いかにも理不尽に思えるかもしんだというのは、いかにも理不尽に思えるかもし
れません。しかしそのような人間の常識では考えれません。しかしそのような人間の常識では考え
られない出来事の中に、神の真理が隠されているられない出来事の中に、神の真理が隠されている
場合が多いのです。場合が多いのです。
　実はウザに限らず、人間は誰でも罪があるので　実はウザに限らず、人間は誰でも罪があるので、、
聖なる神様の前では生きられない存在です。しか聖なる神様の前では生きられない存在です。しか
し神様は、ご自が決められた罪の贖いの方法にし神様は、ご自が決められた罪の贖いの方法に
よってのみ、罪が赦されて神の前に出られるといよってのみ、罪が赦されて神の前に出られるとい
うことを認めてくださっていたのです。うことを認めてくださっていたのです。
　ウザはそのことを忘れていました。自分が神に　ウザはそのことを忘れていました。自分が神に
触れても当たり前のように、その罪も神の聖なる触れても当たり前のように、その罪も神の聖なる
ことにも無感覚になっていたのでした。もしもそことにも無感覚になっていたのでした。もしもそ
れが赦されていたとしたら、神までもが人間の罪れが赦されていたとしたら、神までもが人間の罪

に無感覚になってしまったということになりに無感覚になってしまったということになり
ます。人は勝手に罪を犯すようになってしまます。人は勝手に罪を犯すようになってしま
い、それを止める神の力が無くなってしまうい、それを止める神の力が無くなってしまう
のです。のです。
　これはまさにイエス様の十字架の救いと同　これはまさにイエス様の十字架の救いと同
じです。信じなければ救われませんが、それじです。信じなければ救われませんが、それ
は人間のもともとある罪のためです。唯一つは人間のもともとある罪のためです。唯一つ
神様が命をかけて身代わりとなってくださっ神様が命をかけて身代わりとなってくださっ
た十字架の救いをないがしろにして、勝手にた十字架の救いをないがしろにして、勝手に
神のもとに行って神に触れるなどということ神のもとに行って神に触れるなどということ
はできないのです。はできないのです。
　主の救いを感謝しましょう。また勝手に人　主の救いを感謝しましょう。また勝手に人
間の判断で主のみこころを無視していないか間の判断で主のみこころを無視していないか
考えて見ましょう。考えて見ましょう。
　　
①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２０日　木曜

　Ⅱサムエル



  6:16 【主】の箱がダビデの町に入ろうとし
ていたとき、サウルの娘ミカルは窓から見下
ろしていた。彼女はダビデ王が【主】の前で
跳ねたり踊ったりしているのを見て、心の中
で彼を蔑んだ。
6:17 人々は【主】の箱を運び込んで、ダビデ
がそのために張った天幕の真ん中の定められ
た場所にそれを置いた。ダビデは【主】の前
に、全焼のささげ物と交わりのいけにえを献
げた。
6:18 ダビデは全焼のささげ物と交わりのいけ
にえを献げ終えて、万軍の【主】の御名に
よって民を祝福した。
6:19 そしてすべての民、イスラエルのすべて
の群衆に、男にも女にも、それぞれ、輪形パ
ン一つ、なつめ椰子の菓子一つ、干しぶどう
の菓子一つを分け与えた。民はみな、それぞ
れ自分の家に帰った。
　6:20 ダビデが自分の家族を祝福しようと戻
ると、サウルの娘ミカルがダビデを迎えに出
て来て言った。「イスラエルの王は、今日、
本当に威厳がございましたね。ごろつきが恥
ずかしげもなく裸になるように、今日、あな
たは自分の家来の女奴隷の目の前で裸になら
れて。」
6:21 ダビデはミカルに言った。「あなたの父
よりも、その全家よりも、むしろ私を選んで、
【主】の民イスラエルの君主に任じられた
【主】の前だ。私はその【主】の前で喜び踊
るのだ。
6:22 私はこれより、もっと卑しめられ、自分
の目に卑しくなるだろう。しかし、あなたの
言う、その女奴隷たちに敬われるのだ。」

6:23 サウルの娘ミカルには、死ぬまで子が
なかった。
　　
　ダビデは主がおられることを心から純粋に喜び　ダビデは主がおられることを心から純粋に喜び、、
そしてそれを表しました。彼にとっては主がおらそしてそれを表しました。彼にとっては主がおら
れることの喜びは、自分の王としての立場や威厳れることの喜びは、自分の王としての立場や威厳
よりも大きかったのです。一方ミカルは王の娘でよりも大きかったのです。一方ミカルは王の娘で
あることがプライドであり、そのような格式や見あることがプライドであり、そのような格式や見
栄えの方が大切であったようです。栄えの方が大切であったようです。
　これは私たちも自省すべきところです。どれだ　これは私たちも自省すべきところです。どれだ
け主の存在を喜んでいるでしょうか。礼拝や日常け主の存在を喜んでいるでしょうか。礼拝や日常
生活ではどうでしょうか。それよりも人間的な見生活ではどうでしょうか。それよりも人間的な見
栄え、格式や伝統に捉われてはいないでしょうか栄え、格式や伝統に捉われてはいないでしょうか。。
または自分自身のプライドにこだわり、主御自身または自分自身のプライドにこだわり、主御自身
の喜びやみわざやまた優先順位を見逃してはいなの喜びやみわざやまた優先順位を見逃してはいな
いでしょうか。いでしょうか。
　当時、王に子どもを産まなかった王妃が祝福さ　当時、王に子どもを産まなかった王妃が祝福さ
れていないと見なされたように、私たちもまた主れていないと見なされたように、私たちもまた主
を喜ばないなら祝福を逃すことさえあるかもしれを喜ばないなら祝福を逃すことさえあるかもしれ
ません。ダビデのように、主を喜ぶことには純粋ません。ダビデのように、主を喜ぶことには純粋
で大胆でありましょう。で大胆でありましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２１日　金曜

　Ⅱサムエル



　7:1 王が自分の家に住んでいたときのこと
である。【主】は、周囲のすべての敵から彼
を守り、安息を与えておられた。
7:2 王は預言者ナタンに言った。「見なさい。
この私が杉材の家に住んでいるのに、神の箱
は天幕の中に宿っている。」
7:3 ナタンは王に言った。「さあ、あなたの
心にあることをみな行いなさい。【主】があ
なたとともにおられるのですから。」
　7:4 その夜のことである。次のような
【主】のことばがナタンにあった。
7:5 「行って、わたしのしもべダビデに言え。
『【主】はこう言われる。あなたがわたしの
ために、わたしの住む家を建てようというの
か。
7:6 わたしは、エジプトからイスラエルの子
らを連れ上った日から今日まで、家に住んだ
ことはなく、天幕、幕屋にいて、歩んできた
のだ。
7:7 わたしがイスラエルの子らのすべてと歩
んだところどこででも、わたしが、わたしの
民イスラエルを牧せよと命じたイスラエル部
族の一つにでも、「なぜ、あなたがたはわた
しのために杉材の家を建てなかったのか」と、
一度でも言ったことがあっただろうか。』
7:8 今、わたしのしもべダビデにこう言え。
『万軍の【主】はこう言われる。わたしはあ
なたを、羊の群れを追う牧場から取り、わが
民イスラエルの君主とした。
7:9 そして、あなたがどこに行っても、あな
たとともにいて、あなたの前であなたのすべ
ての敵を絶ち滅ぼした。わたしは地の大いな
る者たちの名に等しい、大いなる名をあなた

に与えてきた。
7:10 わが民イスラエルのために、わたしは
一つの場所を定め、民を住まわせてきた。
それは、民がそこに住み、もはや恐れおの
のくことのないように、不正な者たちも、
初めのころのように、重ねて民を苦しめる
ことのないようにするためであった。
7:11 それは、わたしが、わが民イスラエル
の上にさばきつかさを任命して以来のこと
である。こうして、わたしはあなたにすべ
ての敵からの安息を与えたのである。
【主】はあなたに告げる。【主】があなた
のために一つの家を造る、と。
7:12 あなたの日数が満ち、あなたが先祖と
ともに眠りにつくとき、わたしは、あなた
の身から出る世継ぎの子をあなたの後に起
こし、彼の王国を確立させる。
7:13 彼はわたしの名のために一つの家を建
て、わたしは彼の王国の王座をとこしえま
でも堅く立てる。
7:14 わたしは彼の父となり、彼はわたしの
子となる。彼が不義を行ったときは、わた
しは人の杖、人の子のむちをもって彼を懲
らしめる。
7:15 しかしわたしの恵みは、わたしが、あ
なたの前から取り除いたサウルからそれを
取り去ったように、彼から取り去られるこ
とはない。
7:16 あなたの家とあなたの王国は、あなた
の前にとこしえまでも確かなものとなり、
あなたの王座はとこしえまでも堅く立
つ。』」
7:17 ナタンはこれらすべてのことばを、こ
の幻のすべてを、そのままダビデに告げた。
　　

　　
　ダビデが主の宮を建てようとする動機は善　ダビデが主の宮を建てようとする動機は善
いものでした。主のことが自分の生活よりもいものでした。主のことが自分の生活よりも
後回しにしてはいけないという、主への誠実後回しにしてはいけないという、主への誠実
な思いです。私たちはどうでしょうか。な思いです。私たちはどうでしょうか。
　しかし主は、働きにふさわしい人に任せら　しかし主は、働きにふさわしい人に任せら
れます。歴代誌を見ますとダビデが戦士であれます。歴代誌を見ますとダビデが戦士であ
り、多くの血を流したことから、その子ソロり、多くの血を流したことから、その子ソロ
モンにその働きをさせたことが分かります。モンにその働きをさせたことが分かります。
主に聞いて、主の最善を知りましょう。主に聞いて、主の最善を知りましょう。
　また主はご自身よりも、むしろ愛するイス　また主はご自身よりも、むしろ愛するイス
ラエルの民を優先なさいました。それほどにラエルの民を優先なさいました。それほどに
主の愛は深いのです。主の最善は主の愛によ主の愛は深いのです。主の最善は主の愛によ
るのだということを覚えて、主に信頼して従るのだということを覚えて、主に信頼して従
いましょう。いましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　２２日　土曜

　Ⅱサムエル



　

　7:18 ダビデ王は【主】の前に出て、座して
言った。「【神】、主よ、私は何者でしょう
か。私の家はいったい何なのでしょうか。あ
なたが私をここまで導いてくださったとは。
7:19 【神】、主よ。このことがなお、あなた
の御目には小さなことでしたのに、あなたは
このしもべの家にも、はるか先のことまで告
げてくださいました。【神】、主よ、これが
人に対するみおしえなのでしょうか。
7:20 ダビデはこの上、何を加えて、あなたに
申し上げることができるでしょうか。【神】
である主よ、あなたはこのしもべをよくご存
じです。
7:21 あなたは、ご自分のみことばのゆえに、
そしてみこころのままに、この大いなること
のすべてを行い、あなたのしもべに知らせて
くださいました。
7:22 それゆえ、申し上げます。【神】、主よ、
あなたは大いなる方です。まことに、私たち
が耳にするすべてにおいて、あなたのような
方はほかになく、あなたのほかに神はいませ
ん。
　7:23 また、地上のどの国民があなたの民イ
スラエルのようでしょうか。御使いたちが
行って、その民を御民として贖い、御名を置
き、大いなる恐るべきことをあなたの国のた
めに、あなたの民の前で彼らのために行われ
ました。あなたは、彼らをご自分のためにエ
ジプトから、異邦の民とその神々から贖い出
されたのです。
7:24 そして、あなたの民イスラエルを、ご自
分のために、とこしえまでもあなたの民とし
て立てられました。【主】よ、あなたは彼ら

の神となられました。
　7:25 今、神である【主】よ。あなたが、
このしもべとその家についてお語りになっ
たことばを、とこしえまでも保ち、お語り
になったとおりに行ってください。
7:26 こうして、あなたの御名がとこしえま
でも大いなるものとなり、『万軍の【主】
はイスラエルを治める神』と言われますよ
うに。あなたのしもべダビデの家が御前に
堅く立ちますように。
7:27 イスラエルの神、万軍の【主】よ。あ
なたはこのしもべの耳を開き、『わたしが
あなたのために一つの家を建てる』と言わ
れました。それゆえ、このしもべは、この
祈りをあなたに祈る勇気を得たのです。
7:28 今、【神】、主よ、あなたこそ神です。
あなたのおことばは、まことです。あなた
はこのしもべに、この良いことを約束して
くださいました。
7:29 今、どうか、あなたのしもべの家を祝
福して、御前にとこしえに続くようにして
ください。【神】である主よ、あなたがお
語りになったからです。あなたの祝福に
よって、あなたのしもべの家がとこしえに
祝福されますように。」
　　
　主のために自分がしたいと思ったことが受け入　主のために自分がしたいと思ったことが受け入
れられなかったダビデですが、彼はそれを不満にれられなかったダビデですが、彼はそれを不満に
は思いませんでした。むしろ主の祝福の約束とこは思いませんでした。むしろ主の祝福の約束とこ
れまでの守りに対して、心から感謝したのです。れまでの守りに対して、心から感謝したのです。
そしてそれは的を射たものでした。主はダビデとそしてそれは的を射たものでした。主はダビデと
イスラエルを愛して、その御心を行われるからでイスラエルを愛して、その御心を行われるからで
す。す。
　このように自分の思い通りにいかないときこそ　このように自分の思い通りにいかないときこそ
主に感謝しましょう。これまでの主の恵みは消え主に感謝しましょう。これまでの主の恵みは消え
ることはありません。また主の愛は変わることがることはありません。また主の愛は変わることが

ありません。そこに人生の基盤を置くなら、ありません。そこに人生の基盤を置くなら、
私たちの考えは揺るぎません。本当の平安が私たちの考えは揺るぎません。本当の平安が
与えられ、最善の道をからそれることはあり与えられ、最善の道をからそれることはあり
ません。ません。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２３日　日曜

　Ⅱサムエル




